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地
域
が
成
長
し
て
い
く
姿
を
見
た
い
！

　

4
月
か
ら
四
万
十
町
観
光
協
会
事
務
局

長
に
着
任
さ
れ
た
北
村
光
司
さ
ん
。
北
村

さ
ん
は
島
根
県
松
江
市
の
ご
出
身
。
地
元

の
高
校
を
卒
業
後
、
早
稲
田
大
学
へ
。
大

学
卒
業
後
は
Ｉ
Ｂ
Ｍ
に
入
社
さ
れ
ま
し
た
。　

　

世
の
中
は
バ
ブ
ル
の
時
代
で
、
忙
し
い

毎
日
を
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
ご
実
家

の
お
父
様
が
体
調
を
崩
さ
れ
た
こ
と
で

１
９
９
６
年
4
月
に
帰
郷
。
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
「
く
に
び
き
メ
ッ
セ
」
の

一
員
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
島
根

県
内
に
大
会
・
会
議
な
ど
を
誘
致
す
る
組

織
で
す
。
ま
た
、会
議
（
例
え
ば
学
会
な
ど
）

や
商
談
会
・
展
示
会
な
ど
を
行
う
山
陰
地
方

最
大
の
複
合
施
設
で
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
（
く
に
び
き
メ
ッ
セ
：
島
根
県

立
産
業
交
流
会
館
）
の
管
理
運
営
も
行
な
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

　
「
そ
ん
な
仕
事
を
し
て
い
く
中
で
、
人
を

呼
び
込
む
こ
と
の
面
白
さ
に
引
き
寄
せ
ら

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
北
村
さ
ん
。

　

２
０
１
８
年
ま
で
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
仕
事
を
続
け
ら
れ
た
後
、

２
０
１
９
年
か
ら
語
学
留
学
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
へ
。
さ
ら
に
帰
国
後
は
京
都
大
学
大
学

院
へ
入
学
。
大
学
院
で
の
2
年
間
は
観
光

経
営
科
学
を
学
び
ま
し
た
。
観
光
経
営
科

学
と
は
、
わ
か
り
や
す
く
言
う
と
「
日
本

が
観
光
立
国
を
進
め
る
上
で
の
、
観
光
の

地
域
と
産
業
を
活
性
化
す
る
経
営
学
」
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
大
学
院
で
は
数
あ
る
履
修
科
目
の

う
ち
、
２
科
目
は
英
語
で
の
授
業
と
な
っ
て

い
る
た
め
、
授
業
が
わ
か
る
く
ら
い
の
英
語

力
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
し
た
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
へ
の
語
学
留
学
は
そ
れ
が
理
由
だ
っ

た
の
だ
そ
う
で
す
。

　

卒
業
後
、
大
学
院
で
の
学
び
を
生
か
し

て
、
２
０
２
１
年
に
会
社
を
設
立
。
そ
し

て
こ
の
度
の
、
四
万
十
町
観
光
協
会
事
務

局
長
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
っ
か
り
と
し
た
「
学
問
と
し
て
の
観

光
」
と
「
人
を
呼
び
込
む
職
業
と
し
て
の

経
験
」
に
裏
打
ち
さ
れ
た
専
門
家
の
北
村

さ
ん
い
わ
く
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
と
観
光
っ

て
、
地
域
を
活
性
化
す
る
と
い
う
意
味
に

お
い
て
は
同
じ
。
四
万
十
町
で
も
、
こ
の

地
域
が
活
性
化
し
て
、
そ
し
て
成
長
し
て

い
く
姿
を
見
た
い
と
思
い
ま
す
」。

　
そ
ん
な
北
村
さ
ん
は
、
と
っ
て
も
気
さ
く

で
「
人
を
呼
び
こ
む
笑
い
顔
」
の
持
ち
主
！

物
腰
も
と
っ
て
も
柔
ら
か
く
て
、
お
話
し

し
て
い
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
こ
ち
ら

も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
ま
し
た
！！ 

▲４月 23 日のリバーフェスタで早速大活躍！！

北
き た む ら

村  光
こ う じ

司 さん

ルマのリサイクル作品コンクール表彰式
マ ス コ ッ ト キ ャ ラ ク タ ー も お 祝 い に

災拠点の設置などに係る調印
式および配備機材お披露目式
B&G 財団×四万十町　災害協定を締結

万十川一斉清掃を行いました
お 礼 と 回 収 結 果 に つ い て

入学児童へ交通安全物品を配布
登 下 校 中 の 交 通 安 全 を 呼 び か け る

ク

防

四

新 　4 月 4 日、北ノ川小学校で令和 4 年度に５・６年生
だった児童が受賞した「第 6 回クルマのリサイクル作
品コンクール」の団体特別賞の表彰式が行われました。　
　優秀賞には、宮﨑夢花さんと佐々木菜帆さんが選出
され、このコンクールを主催した公益財団法人自動車
リサイクルセンターのマスコットキャラクターである
自動車リサイクル博士もお祝いに駆け付けました。
　児童たちは、このコンクールを通して資源や環境の
大切さを学びました。

　「防災拠点の設置および災害時相互支援体制構築事
業」に係わる協定書調印式および配備機材のお披露目
式が 4 月 13 日、茂串ポンプ場防災倉庫にて行われ、
中尾町長や B&G 財団の菅原理事長らが出席し、協定書
に調印しました。協定には、南海トラフ地震などの大規
模災害に備えて、災害時に使用する機材の配備費用や
防災力の向上に向けた人材育成費用を、当財団が支援
することなどが盛り込まれており、高知県内の自治体で
は四万十町が初めての協定締結となります。
　なお、調印式後に行われた配備機材のお披露目式で
は、荷台を後方にスライドさせて小型重機などを運搬で
きる「スライドダンプ」や災害現場で土砂の撤去作業を
行う油圧ショベルなどを、当事業のオペレーター研修を
受講した町職員が実際に操作し、披露しました。

　四万十町では、４月 16 日に四万十川一斉清掃を、約
1,675 人の地域の方々や町内事業者のご協力により、
実施することができました。また、ゴミの収集運搬では、
町内建設業者からダンプと運転手の派遣協力をいただ
きました。その結果、今年度の一斉清掃で回収したゴ
ミの総量は、5,540㎏となりました。早朝からご参加い
ただきました皆さまありがとうございました。

企画課四万十川振興室　

((

22-3124

　4 月 3 日に窪川警察署および四万十町地域安全協議
会から町内の小学校に対して「反射材付手提げ袋」の
贈呈が行われました。窪川警察署刑事生活安全課の山
﨑課長から四万十町の各小学校長に手渡され、町内す
べての小学校 1 年生 96 人に「反射材付手提げ袋」を
配布して登下校中の交通安全を呼びかけました。
　児童の皆さんが登下校時、車の運転手に自分の存在
を知らせる有効的なものとなっており、交通安全への意
識の向上と事故防止活動の一環として、窪川警察署お
よび四万十町地域安全協議会では新 1 年生が安全に登
校できるように毎年交通安全グッズを管内小学校に配布
しています。

窪川警察署・四万十町地域安全協議会　

((

22-0110
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